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【方法】平成 25 年 5 月から平成 26 年 3 月の間に教育入院した患者
のうち、退院後も当院外来通院中の 2 型糖尿病患者 40 名（男性 28
名・女性 12 名、平均年齢 62.2 歳± 12.2 歳）を対象に、献立写しの
感想・食生活の変化等のアンケート調査を行い、入院前と入院 1 ヶ
月後の HbA1c について調査を行った。
【結果】入院期間は 3 日未満が 37％、次いで 11 ～ 14 日間が 35％、
































やつ摂取前と、おやつ摂取後 1 時間ごとに血糖測定。4、退院後 1・





取前後でのインスリン補正はなかった。HbA1c(NGSP 値 ) は、入院
直前 13.1％± 0.9％、退院 1 ヶ月後 8.7 ± 1.0％ (p ＜ 0.03)、退院 3 ヶ
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対象患者の減少（入院患者 2211 名 / 月平均に占める絶食対象患者
の割合が 3.6％減少）が見られ、食事内容の変更には有意な変化が
見られなかった。今回取り組みは医療スタッフの栄養管理に対する
関心の向上に有意義であると考えられた。摂取カロリーの体温表へ
の表記は、病棟看護師の栄養アセスメントの向上及び栄養管理の質
の向上に加え、絶食率の減少による喫食量の増加につながった可能
性が高い。また、絶食率の減少（3.6％）を食費に換算すると約 170
万円 / 年となり、病院収益の増加にも寄与できた。
